
①

⇒

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

R5年度さいたま市学習状況調査「家で自分で計画を立てて
勉強をしていますか。」の質問項目において、肯定的な回答の
割合をR４年度の値より４pt向上させる。

全ての授業において、児童とともに必要感のある課題
を設定し、解決の見通しをもたせ、自己解決する場を設
定する。また、授業後に振り返りを実施し、主体的に学
ぶ態度を育てていく。

知識・技能
R5年度さいたま市学習状況調査の国語と算数の「知識・技
能」に関わる領域において、R4年度の自校結果より２ｐｔ向上
させる。

「ドリルパーク」「スタディサプリ」等を授業や朝の時間に
積極的に活用し、反復・習熟を行う。その際、児童の学習
履歴を確認し、毎週木曜日に個別に学習計画を立てる
時間を設定する。

思考・判断・表現
R5年度さいたま市学習状況調査の自校結果より、国語と算
数の「思考・判断・表現」をR4年度の自校結果より２ｐｔ向上さ
せる。

ミライシードのオクリンクやムーブノートを活用し、思考
を可視化して表現し、考えを伝え合うことで、比較・検討
する協働的な学びの場を設定する。

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

変更なし 変更なし

知識・技能 変更なし 変更なし

変更なし ⇒ 変更なし思考・判断・表現

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現

R５年度全国学力・学習状況調査の「思考・判断・表現」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語
＋５pt、算数＋１５ptであった。情報量の多い問題から必要な情報を読み取り要約すること、複数のグ
ラフから読み取ったことを言葉と文字を用いて記述することに苦手な傾向が見られた。複数の資料から
必要な情報を集める活動を授業に取り入れ、知識と結びつけて問題を解く経験を積ませていく。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。」
において肯定的回答が９７．２％であった。今後も児童が主体的に学ぶことができるよう、日々の授業を
大切にしていく。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

R５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語＋１pt、
算数＋１０ptであった。国語では原因と結果など情報と情報との関係を読み取ること、算数では問われ
ていることは何かを理解することに苦手な傾向が見られた。「スタディサプリ」や「ドリルパーク」等で多
くの問題にふれるとともに、学んだことが確実に身につくよう反復・習熟を行う。

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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